
　スペイン語を意欲的に習得し、学んだスペイン語を
とおしてスペイン語言語学はもとよりスペインの文学
や歴史、その他スペイン語圏の文化一般に関する知識
を積極的に身につけ、スペインおよびスペイン語世界
について総合的に理解したいと希望する人。

　ポルトガル語の高度な運用能力を身につけたいとい
う熱意のある人。ポルトガルやブラジルの言語や文
学、文化や歴史に強い関心をもち、習得したポルトガル
語を駆使してそれらを探求しようという意欲のある人。

　スペイン語は、スペインのみならず、アメリカ合衆国の一部
およびメキシコから南米のチリ、アルゼンチンに至るまでの実
に広大な空間（ブラジルを除く）で、3億人以上の人々によっ
て話されている言語です。スペイン語の重要性は、国連の公用
語の一つとされていることからも明白です。話される地域が広
く、話す人の数も多いという事実は、今日の国際社会において、
私たち日本人がスペイン語と接する機会がますます多くなるこ
とを意味します。スペインおよびスペイン語世界は、様々な意
味で大いなる可能性を秘めた魅力溢れる世界であり、「スペイ
ン語はそれを知る人の未来を開く」と言っても過言ではありま
せん。
　もちろん、スペイン語を知っているだけでは十分ではありま
せん。スペインおよびスペイン語世界の文化一般に関する知識
を総合的に身につけていることが肝要です。しかし、それは並
大抵の努力でできるものではありません。あくまでも努力目標
であり、それに近づくために、まずは個々の分野の様々な知識
を正確かつ着実に身につけていくことから始めなければなりま
せん。スペイン語専攻の授業も、限られたスタッフと時間のな
かで、そのために組まれています。皆さんに課せられた使命は、
1、2年次において、スペイン語を正確に「読む、書く、聞く、
話す」能力を身につけ、それを駆使しさらに磨きつつ、3、4
年次において、スペイン語学やスペイン文学、スペイン史、イ
スパノアメリカ文学などの専門的な多くの知識を学び、それを
土台に各人が自己の価値観をとおして独自のスペイン観もしく
はスペイン語世界観を構築することです。
　スペインおよびスペイン語世界を総合的に理解するには、少
し控えめに言って、その文化一般を知るには、スペイン語の習
得が不可欠であり、逆に、文化を知らなければ真の意味でのス
ペイン語の習得もあり得ないということを肝に銘じて下さい。
そして、スペイン語世界のことなら何でも知ってやろうという
貪欲な気持ちで、4年間の勉学に励んでもらいたいと思いま
す。皆さんには、可能性と魅力溢れるスペイン語世界が開かれ
ています。
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　ポルトガルはユーラシア大陸の最西端に位置し、12
世紀にイスラム教徒からの「国土回復運動」の過程で
独立国としての第一歩を踏み出しました。その後、ポ
ルトガルが「大航海時代」の先駆者として、アフリカ、
アジア、アメリカ大陸へと進出した歴史はよく知られ
ています。その結果、ポルトガル語は現在、ポルトガ
ルだけにとどまらず、南アメリカのブラジル、あるい
はアフリカの旧ポルトガル植民地5カ国（アンゴラ、
モザンビーク、ギニアビサウ、カーボヴェルデ、サン
トメ・プリンシペ）、また21世紀になって独立した東
ティモールなどでも使われており、その話者は2億人
を超えています。
　本学でポルトガル語を専攻する学生は、1・2年次に
は、外国人教師による会話の授業を含め、ポルトガル
語を総合的に学習し基礎力を身につけます。その後、
ポルトガル語圏の言語や文学、文化を勉強することに
なります。ポルトガルやブラジルというと、サッカー
や音楽、格闘技などを思い浮かべる人が多いのですが、
それらにとどまらず、各地域の歴史や文学、文化に幅
広い関心をもってほしいと思います。また、各自が選
択したテーマにしたがい自ら研究を深め、卒業論文を
執筆するのも3・4年次の重要な活動になります。
　多彩な地域で、数多くの人々によって話されるポル
トガル語を勉強することは、視野を広げ、世界の多様
な文化を理解し、いろいろな国の人々とコミュニケー
ションを行ううえで、大きな力になります。皆さんも
そのようなポルトガル語を身につけて海外へと大きく
飛躍してくれることを期待しています。

ブラジルのリオデジャネイロ市の景観　中央の岩山が「パン・デ・アスカル」

「大航海時代」の栄華をいまに伝える
リスボンのジェロニモス修道院（16世紀）

スペイン語専攻 ポルトガル語専攻 Olá, como estás?

太陽と情熱の国スペイン。そんなキャッチフレーズに魅せられて「スペインに
行きたい」と思ったことが、私がスペイン語に興味を持ったきっかけでした。こ
のような単純な動機からスペイン語を選んだ私ですが、スペイン語がもたらす広
く多様な世界は私をどんどん魅了していきました。スペイン語通訳のアルバイト
や留学先で出会った人々など、スペイン語を学習しているからこそできた経験が
あり出会えた人々がいます。そしてそのどれもが貴重な財産です。

スペイン語を学習する魅力は、何といってもスペイン語の先にある多様な世界
や人だと思います。21 の国や地域で 3 億人以上の人々が公用語としてスペイン語
を使用しており、それぞれの国や地域に独自の文化があります。そうした多様な
世界を、言語、文学、歴史など様々な観点から捉えることでスペイン語世界の広
さや奥深さを感じることができます。スペイン料理やテレビで目にするサグラダ・
ファミリアなど日本にいながらスペイン文化に触れる機会があり、日々の生活の
中でスペイン語圏に関するものに興味をもってしまうのはスペイン語専攻の性か
もしれません。

学生生活では予習や課題に追われることもありますが、先生方の熱心な指導の
もと勉強を続ければ確
かなスペイン語力が身
につきます。

スペイン語に興味を
持つ理由は人それぞれ
だと思いますが、スペ
イン語がもたらす広く
多様な世界ならば皆さ
んのどんな想いにもこ
たえてくれるはずで
す。

私はスペインの首都であるマドリードから少し離れた、アルカラ・デ・エナー
レスという都市にある、アルカラ大学に留学しました。

大学の授業では、特にスピーキングとリスニングを中心に授業を選択し、とき
にはスペインの歴史を勉強したり、映画鑑賞もしました。スペイン語文法の授業
では、日本で教えられるのとは少し異なる方法で説明がなされることもあり、様々
な切り口で文法を知ることができ、興味深い授業だと思いました。はじめは、話
すスピードの速いネイティブのスペイン語に苦労することもありましたが、ホー
ムステイ先の家族や大学などで出会うスペイン人の助けを借りながら学習を重ね
て、語学力をあげることができました。特に、政治・文化などに関する抽象的な
話題であっても、相手の意見をきちんと理解し、また自分自身の考えも発信する
ことができるようになったことは非常にうれしかったです。

また、日本語を学習するスペインの方々との交流会を通じて、スペインの友人
たちに日本の文化を紹介する機会がありました。私自身、スペイン語で日本文化
を紹介する難しさを感じるとともに、日本語や日本についても改めて考える良い
機会となりました。

留学によって語学力
があがったことはもち
ろん、国を超えて信頼
できる家族、友人に出
会えたこと、それが留
学で得られた一番のこ
とです。

4年　川村　優也

4年　平田 みのり

27


